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江戸時代の私塾とか藩校とか寺子屋における「実学」と，私たちがいま「実学」と呼ん
でいるものは，言葉は同じだけれども，意味内容がかなり違うと思う。かつて「実学」と
いう言葉にこめられたのは，学んだことの有効性は現実の生活の中で検証されなければな
うつ
らないということであった。現実の検証に耐えることができない学問は虚ろであるという
考え方に私だって異議はさしはさまない。けれども，いまの人たちが「実学」と言うとき
の「現実の検証」はすべて「金になるかどうか」である。「それを勉強すると，お金にな
るの？」という問いが「実学」か否かを決定するほとんど唯一の基準になってしまってい
る。その学問を修めたことによって結婚生活がうまくいったとか，友達が増えたとかよ
』ツい
く寝られるようになったとか，何でも美味しく食べられるようになった……というような
ことは，もう実践的効果にはカウントされない。そうではなくて，大学で得た資格や技能
で，どれだけ早く確実に教育投資が回収できるかどうか，それだけが「実学」と「非実学」
を分岐している。
（中略）
私が教えている文学や哲学や武道の場合，学生に「どうやって教育投資を回収できるん
き
ですか？」って訊かれても返答に窮する。人間として幸福で深みのある人生を生きるため
の基礎的な知識と技術だと言ってみても，そのような能力は総合的すぎて数量的に測定で
きないから教育投資の回収率計算にはなじまない。しかし，そのようにして数値化できな
い人間的能力をアウトプットする学問領域を片っ端から「効果ゼロ」と査定して大学教育
から放逐した場合，あとに何が残るのであろう。（内田（2012)：270-272）
稿者も，行きすぎた実学重視志向には懐疑的な立場の人間である。講義や研究書から学んだ
方言に関する知識や方言調査の技法を生かし，それに基づいて各地へ出向いて実地の方言調査
をおこなえば，いろいろなことが見えてくるはずである。この実地調査の部分が内田氏の言う
｢現実の検証」に該当するものと思われるが，当然ながら方言調査それ自体は「金」にはなら
ない。しかしながら，２節で述べたごとく，方言調査の下準備に始まり礼状送付を済ませるま
での一連の流れの中には，「数値化できない人間的能力」を向上させるためのさまざまな仕掛
けが含まれているのである。
以下に，調査に参加した学生がＦＡＰ成果報告会発表時に述べた「方言調査で学んだこと」
を抜粋する。方言調査というフィールドワークが，数値化できない人間的能力の向上に大いに
貢献できることを感じていただければと思う。
◆就業力
・集団行動において，状況に応じて自分のするべきことを考え，何を一番にするべきかを考
えるということを学んだ。
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・相手のことを理解しようとすることの大切さを学び，考えた上でのコミュニケーションを
とっていくことを学んだ。
◆成長
・鹿児島本土で聞く方言以外の方言を聞き，それを本土で使われている方言と比較してみる
と違った点・同じ点があるということを学んだ。
・作業を通じて．協力し合うことの大切さを学んだ。
・対人関係において，人と人との繋がりだけではなく優しさや温かさに触れ，その大切さを
学び，感じられるようになれた。
（以上，ＦＡＰ参加学生作成のパワーポイント資料より抜粋）
４．まとめ
ＦＡＰの申し込みをおこなうにあたり，稿者は次のような文章を記して方言調査の意義を説
いた。方言調査というフィールドワークが持つ学問的意義および教育的効果に対する稿者の考
えはこの文章に集約したつもりである。
１．期待される成果
古くから鹿児島で使われてきた伝統的な方言は書物で調べることはできるが，現在の鹿
児島方言を知ることはなかなか難しい。それに対して，本活動はインフォーマント（被験
者）と直接対面で話しその土地の方言を記録してゆくという方法をとる。それによって．
うつりゆく鹿児島方言の推移のさまを知り，現時点における鹿児島方言を記録することが
できる。
また，鹿児島方言の中には特定の地域でしか使用されないものがある。たとえば，言葉
の語尾にダセンを用いる地域は薩摩川内市・いちき串木野市の一部に限られる。鹿児島の
各地域を調査することでそのような偏りを持つ方言形の分布図も作成できる。
上記の学術的成果とあわせて，方言調査は本学学生が実際に地域の方々と対面するた
め，そのような交流を通じて「学生たちが今どのような学びをしているのか」を見ていた
だける。これにより，大学と地域との連携も生じるであろう。
２．教育効果（学生にどのような力が身につくか，身につけたいか）
調査の事前準備の教育効果として次のようなものが挙げられる。
①学生間で会合を重ねることによる，グループ（ゼミ）の結束力の強化
②調査項目・調査地域・インフォーマントの選定，および調査に向けてのパンフレット作
成，調査
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③会場の確保など，一連の下準備を通じての人間的成長
また，調査後の教育効果として次のようなものが挙げられる。
④幅広い世代との交流によるコミュニケーション能力の向上
⑤調査結果の統計・手順を身に付けることによるデータ処理能力の向上
⑥インフォーマントの方にお礼状を普くことによる礼儀作法の習得
以上のような教育効果が期待できる。
（以上．ＦＡＰ申請書類記載の文章）
本稿は，上記の内容についていささか具体的に述べたものである。「方言調査」という言語
研究の一領域の実際がどのようなものなのか，そして学生を方言調査に参画させることがどの
ような教育的効果を持つのか．さらには大学におけるフィールドワークがどのようなものであ
るべきなのかといつたことついて，考察を加えてみた。
座学で得た知識を実践，あるいは検証することのできる場であるという点で，フィールド
ワークは大学での学びをいっそう推進させる可能性を秘めたものであると言えよう。学問分野
を問わず，工夫次第でいろいろなフィールドワークが可能となる。「実学志向」が誤った方向
へ向かわないようにしっかりと手綱をとるのも．大学教員の責務の一つなのではなかろうか。
【謝辞】
ＦＡＰによる方言調査にあたっては，鹿児島国際大学就業力プロジェクト室職員の方々に一
方ならぬご助力を賜った。とりわけ，就業力育成プロジェクト調査研究員（当時）の川宿田好
見氏には諸事万端にわたり相談に乗っていただいた。また，方言調査にご協力下さった屋久烏
方言インフオーマントの方々のご協力なくして本稿は成しえなかった。
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